
STEP１“目指す農場の姿”をイメージしよう

「GAPは何を、どこまで取り組めばいいの？」そんな疑問を持つ方
もいらっしゃると思います。
まずは、将来、どのような農場にしたいのか“目指す農場の姿”を

イメージしてみましょう。
目指す農場の姿に近づくために必要な方策がGAPの取組となり、GAP

に取り組むことで目指している農場の姿に近づくことができます。

STEP２“目指す農場の姿” を言葉にしよう

“目指す農場の姿” のイメージがかたまったら、言葉にしてみましょう。
「笑顔の絶えない農場にする」とか「健康な乳牛から安心安全な生乳を

出荷する」など“目指す農場の姿”は経営理念や経営目標となります。

↓↓↓“目指す農場の姿”を言葉にしてみましょう↓↓↓

私の農場の目指す姿 「 」

STEP３ “目指す農場の姿”へ 現状と今後について整理

経営目標に向けて、現状を確認し、足りない部分については、いつまで、何を、どのように
取り組んでいくかを整理してみましょう。
例えば「笑顔の絶えない農場」を目指す場合、農作業事故が起こると笑顔ではいられないで

しょうし、乳牛の疾病が多い状態では、笑顔の絶えない農場からは遠のいてしまうでしょう。
そこが整理できれば、労働安全対策を講じたり、乳牛飼養管理の見直しを行ったりと、取り

組むべきことがみえてくるのではないでしょうか。

「GAP取組確認表」（次頁）で、現状確認と今後の取組について整理してみましょう。
※より詳しく確認・整理したい方は、JGAP基準書（日本GAP協会）*を参考にしてください。

＊インターネットの検索サイトで「JGAP基準書（畜産）」と検索し、「農場用管理点と適合基準」を参照

STEP４ PDCAサイクルで
“目指す農場の姿”を継続！

計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→
改善（Action）のPDCAサイクルを続けることで、
よりよい農場運営を継続することができます。
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GAPとは… Good Agricultural Practice の略。
直訳すると「良い・農業の・やり方」となり、
農場運営、食品安全、環境保全、労働安全、人権・
福祉などの持続可能性を確保するための取組のこと
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「GAPは何から始めたらいいの？」「GAPはハードルが高い」「GAPのゴールは認証取得な
の？」といった声を聞くことがあります。
そこで、今回は、GAP導入に向けた考え方（本頁）と農場におけるGAP取組状況が簡易的に

確認できる「GAP取組確認表」（次頁）をご紹介します。

労働安全



身近なGAP情報 お問い合わせ先
宗谷農業改良普及センター 本所（中頓別町） 電話：01634（6)1414

北部支所（豊富町）電話：0162(82)2119

過去の
ＧＡＰ情報はＨＰで！

ＧＡＰ
取組確認表

※記入方法
実施状況：◎実施済○実施しているが改善の余地有り △今後取組予定 ×該当なし
優先順位：実施状況で○、△をつけた項目について、優先順位を数字で記入
取組内容：すでに取り組んでいる内容、今後取り組みたい、取り組むべき内容を記入

実施状況 優先順位 取組内容（現状・今後）

・経営理念・方針がある

・役割分担・責任分担が決まっている

・抗生物質防止対策の実施
（マーキングなど）

・生乳の確実な冷却を実施
（冷却スイッチ入れ忘れ防止対策など）

・洗剤や殺菌剤を適正に使用
（使用量、使用水温など）

・薬品類の適正管理（在庫管理など）

・農場内の危険箇所の把握

・危険箇所へ安全対策を講じている
（柵の設置、危険を知らせる掲示など）

・応急処置用の救急箱の準備
（すぐ取り出せる場所に準備）

・救急連絡先の整理

・危険な牛（発情牛など）の情報共有

・機械・設備の定期点検の実施

・機械の点検、整備時は、必ず機械を
止めてから実施・徹底

・農繁期は定期的な休憩をとり、
疲労蓄積防止に努めている

・牛舎出入口に消毒槽の設置

・敷地内出入口に石灰帯等の設置

・鳥獣侵入防止対策を講じている

・飼料はフタつきの容器で保管

・エサ、水が十分に飲める環境

・衛生的で寝起きのしやすい牛床環境

・換気の実施

・暑熱対策の実施

・子牛の寒冷対策の実施

・観察の徹底、疾病の早期発見

・廃棄物の分別処理の実施

・適切な施肥、糞尿散布の実施

・従業員との意見交換の実施

・技能実習生との作業条件遵守

・整理整頓

・ミーティングの実施

・各種マニュアルの整備

・各種記録・記帳の実施

・研鑽の実施
（各種研修会の開催や参加など）
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